
2023/2/5

1

11910097一寸木泰和

・農業イノベーションの進展は産地の維持発展に欠かすことがで
きない要素となっている（林1994）。

農業地理学のイノベーション研究

・西野（2009）

生産性向上のための機械化、道路網整備が産地維持に寄与

・大山（2021）

インフォーマルな組織による技術伝承体系が産地維持に寄与

・農業イノベーションの中の論点の一つに新品種の栽培普
及過程に関する研究が存在。

林（1994）

農家の経営形態から新品種の普及過程を解明。

早期に新品種を導入した農家は経験豊富な専業農家であ

るとし、革新的な農家の存否が地域レベルでの普及に差

をもたらすとした。

羽田（2017）

生産者の出荷体系から新品種の普及過程を解明。

農協共販の農家では農協推奨の品種が早期に普及すると

した。贈答用を出荷する農家では既存品種で収益を確保

できるため新品種普及が緩慢であるとした。

・新品種への転換は既存の品種とは異なった新たな栽培技術

が必要となる（原田2014）。

↓

・大山（2021）が示したようなインフォーマルな技術伝承体
系より、農協などの組織による営農指導や技術指導がより新

品種の普及に寄与することが予想される。

↓

・しかし、農協による技術指導に関しては先行研究では十分
に記載されていない。

・産地の実態調査から新品種の栽培普及過程を明らかに

する

・その際、先行研究では議論が不十分であった農協によ

る営農体制や技術指導体系に焦点をあてて研究を行う。
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長野県中野市

・長野県北部に位置する都市
2005年に豊田村と中野市が合併
して誕生。

・人口は2022年現在、41,404人。

・千曲川や夜間瀬川の扇状地を活かした果樹栽培やエノキ
ダケの栽培が盛ん。
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第1図 2020年中野市の品目別農業産出額
農林水産省 「市町村別農業産出額」より作成
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第2図 中野市の果実の産出額推移
農林水産省 「市町村別農業産出額」より作成

第3図 中野市の地区別土地利用（2015年）
（農林業センサスより作成）

資料、文献調査

中野市農協資料、中野市誌歴史編（1981）、市川（2009）

聞き取り調査

中野市農協園芸課職員

（農協の概要、品種更新の際の取り組み、営農指導体制について）

中野市農協ブドウ部会部会員4名

（経営体系、品種の採用理由、農協との関係などについて）

表1 聞き取り農家の概要

（聞き取り調査より作成）

農家番号 年齢 居住地域 経営形態 ブドウ以外の栽培品目 ブドウの栽培面積（a)

① 40代 平岡地区 専業 150

② 50代 高丘地区 専業 なし、米、柿 110

③ 40代 科野地区 専業 すもも 130

④ 50代 中野地区 専業 150

第3図 農家別ブドウ品種栽培面積
（聞き取り調査より作成）
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シャインマスカット 種なし巨峰 種あり巨峰

クイーンルージュ ナガノパープル ピオーネ

・シャインマスカットは各

農家とも主力品種として栽

培されている。

・昨今の市場状況から「種

なしブドウ」の生産が盛ん

に行われている。
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・中野市農協ブドウ部会での情報交換（①②③④）。

→部会員同士のつながりは非常に強固。

・農協の営農指導員からの情報（①④）

→特に講習会や品評会の場で盛んに情報交換

・近所同士での情報交換（①）

→一方で、近所同士の付き合いが全くない農家も存在（②）。

農協の生産部会や営農指導員からの情報が大きな影響を与えて

いる。

・導入過程ではブドウ部会が中心的な役割

ex)「シャインマスカット産地化プロジェクト」を主導

農協と共同で苗木の育成

希望農家への苗木の配布

新品種の情報・行動を生産者（部会員）に迅速に伝達できる体制を構築

中野市農協ブドウ部会の概要

部会員数 509名

支部数 9

活動内容 品評会の実施

共選所の運営
定期点検の実施
産地振興活動など

部会規則が厳密に定められており、部会員同士の仲間意識が強い

・新品種の栽培技術を早期に取得することが栽培普及の成否するポイントで
ある。（原田2014）

農協では市内計16ヵ所で約7種類のシャインマスカットの栽培技
術講習会を実施。他にも「日曜園芸教室」「新規就農者講習
会」等を実施。各農家の評価も高い。

農協の営農指導員による栽培技術講習会が栽培普及に寄与

素人でもなんとか生活できるくらいの支援をしてくれている。

父親からは教わることができない最新の技術を教わることができて非常に役立っている

中野市農協の営農指導体制

営農指導員数：15名（ブドウ担当は5名）

※全国平均の2.3倍

内容：生産者の相談窓口（栽培品目、品
種、病気への対処への助言。）

市場動向調査（将来の市場動向を

先読みし生産者伝達する。）

特徴：販売業務を兼務せずに営農指導に専念

・中野市ではフォーマルな組織である農協が品種更新の場面
で大きな影響を与えていた。

・一方、大山（2021）が指摘したようなインフォーマルな組
織による技術伝承体系は確認できなかった。

これは農協の影響力が強大でインフォーマルな組織に頼る
必要性が少なかったことが原因と考えられる。
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